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所　長　佐　藤　信　俊

　このたび，保健環境センターの平成 19 年度における業績をとりまとめ年報第 26 号とし
て発刊する運びとなりました。年報に掲載される論文等は，担当した職員がそれぞれ精魂
を傾けて取り組んだものです。何とぞ，ご高覧の上，忌憚のないご意見を賜れば幸いと存
じます。
　“いつもはあまり考えたことがなくとも，一旦自分や家族がけがをしたり病気になった
りしてはじめて，健康への関心を持ち，医療技術やそれを支える基礎研究の必要性を認識
する。”命に直接関与する医療にしてもこのような状況です。“病気
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になる前の予兆的・潜
在的なものや直ちに生命の危機に結び付くことがない場合はどうだろうか。微小な環境の
変化が複雑な経路を経て人体へ，そして最終的には地球全体へ取り返しのつかない影響を
与えてしまう。”
　保健環境センターは，このような複雑な因果関係を科学的根拠により解きほぐし，行政
が行う諸対策に効果的，効率的に貢献する義務を有しています。そのためには，高度な技
術と優秀なスタッフが不可欠であり，研究者それぞれが日頃の検査業務や調査研究業務を
通じて，常に高所を目指さなければなりません。明らかな因果関係を有する事象が少なく
なった昨今，より一層高い技術レベルが求められています。また，県政を取り巻く環境は
ますます厳しく，予算の削減，分析機器の老朽化，団塊の世代の大量退職など多くの試練
を乗り越えなければなりません。
　当センターにおいては，平成 17 年度から専門家や有識者による外部評価制度が導入さ
れ，組織体制，人材育成などセンターの運営全般に対する「機関評価」および研究課題の
選定段階から研究計画，結果の評価までの「課題評価」について，細部にわたるご指摘・
ご提言を頂いております。初年度の機関評価に続き，平成 18 年度から事前，中間，事後
に分けて各研究課題に対する評価が行われ，研究の重要性，県が行う必要性，成果及びそ
の波及性など研究全般にわたる貴重なご意見をいただき，その都度研究計画等へ反映させ
るべく努めてきたところです。
　今後とも，この制度を適切に運用するとともに，センターが担う試験検査，調査研究そ
して健康危機管理体制の充実強化を図り，県民ニーズや行政課題に密着した課題に対して
積極的に取り組んでまいりたいと考えておりますので，更なるご指導，ご支援のほどよろ
しくお願い致します。

　　平成 20 年 12 月
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